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2 0 2 6 .  8 月〈  N o . 6 6 9  〉

　
米
子
鬼
太
郎
空
港(

佐
斐
神
町)

に
は
、
米
子
ソ
ウ
ル
便
、

米
子
台
北
便
と
二
つ
の
国
際
定
期
便
が
就
航
。
両
路
線
と
も

順
調
な
利
用
が
続
い
て
い
ま
す
。
同
国
際
定
期
便
の
現
状
を

リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

順
調
に
推
移
す
る
ソ
ウ
ル
便
と
台
北
便

順
調
に
推
移
す
る
ソ
ウ
ル
便
と
台
北
便

順
調
に
推
移
す
る
ソ
ウ
ル
便
と
台
北
便

順
調
に
推
移
す
る
ソ
ウ
ル
便
と
台
北
便

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
対
策
に
も
注
力

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
対
策
に
も
注
力

米子鬼太郎空港
国際定期便の今

　
米
子
ソ
ウ
ル

便
は
こ
と
し
４

月
２
日
に
初
就

航
か
ら
25
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

同
便
は
、
２
０

０
１
年
４
月
２

日
に
ア
シ
ア
ナ

航
空
が
週
３
往

復
で
運
航
を
ス

タ
ー
ト
。

　
２
０
１
６
年

に
航
路
が
エ
ア

ソ
ウ
ル
に
移
管

さ
れ
、
諸
般
の

事
情
で
２
０
１

９
年
10
月
か
ら

は
非
運
航
と
な

っ
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
２
３
年
10
月
25
日

か
ら
運
航
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
５
年
12
月
23
日
か

ら
こ
と
し
３
月
ま
で
は
週
７

便
と
デ
ー
リ
ー
運
航
を
実
施

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
週

５
便
で
す
が
、
こ
の
間
の
搭

乗
率
は
お
お
む
ね
90
㌫
以
上

で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
台
湾
の
航
空
会
社

「
タ
イ
ガ
ー
エ
ア
台
湾
」
が

運
航
す
る
米
子
台
北
便
は
就

航
か
ら
1
周
年
を
迎
え
、
こ

と
し
５
月
29
日
、
米
子
鬼
太

郎
空
港
で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
便
は
、
月
曜
と
金
曜
の

週
２
往
復
で
運
航
。
初
就
航

か
ら
５
月
29
日
ま
で
の
搭
乗

者
数
は
延
べ
３
万
７
８
２
人

で
、
平
均
搭
乗
率
は
81
・
4

㌫
。
特
に
、
昨
年
８
月
以
降

は
８
割
超
え
が
続
き
、
好
調

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
国
際
定
期
便
利
用
促
進
協

議
会(

事
務
局
＝
鳥
取
県
国

際
観
光
課)

は
、
酷
暑
と
な

る
夏
の
旅
行
控
え
に
よ
る
搭

乗
者
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

利
用
促
進
を
図
る
た
め
「
情

報
発
信
事
業
」
を
強
化
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

現
在
は
休
止
中
と
な
っ
て
い

る
米
子
香
港
便
、
米
子
上
海

便
の
復
活
に
向
け
た
調
整
も

継
続
中
。

　
併
せ
て
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン

ド
対
策
と
し
て
▽
「
米
子
ソ

ウ
ル
便
山
陰
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
」
の
活
動
強
化
▽
米
子
鬼

太
郎
空
港
発
の
国
際
定
期
便

を
利
用
す
る
グ
ル
ー
プ
に
対

す
る
経
費
の
一
部
支
援
▽
同

定
期
便
を
利
用
す
る
た
め
に

パ
ス
ポ
ー
ト
を
新
規
取
得
、

　
米
子
公
共
職
業
安
定
所

(

米
子
市
末
広
町)

は
８
月
10

日
、
賃
金
引
き
上
げ
に
関
す

る
助
成
金
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を

境
港
商
工
会
議
所(

上
道
町)

で
開
催
し
ま
す
。
共
催
は
、

境
港
商
工
会
議
所
と
境
港
市
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
８
月
10
日
㈪
　
午
後

２
時
～
３
時
30
分

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

第
１
会
議
室

対
象
　
境
港
市
内
に
事
業
所

の
あ
る
企
業

内
容
　
賃
金
引
き
上
げ
に
活

用
で
き
る
助
成
金
の
案
内
・

活
用
事
例
紹
介
な
ど

定
員
　
50
人(

先
着
順
、
定

員
に
な
り
次
第
締
切)

参
加
料
　
無
料

申
込
方
法
　
次
の
２
次
元
コ

ー
ド
か
ら
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク

セ
ス
し
て
申
し
込
み

　
詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
境
港(

☎
44
―

１
７
３
３)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ

い
。

ま
た
は
更
新
す
る
場
合
の
費

用
支
援
―
な
ど
を
実
施
し
、

利
用
者
の
拡
大
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
６
年
10
月

23
日
に
エ
ア
ソ
ウ
ル
が
米
子

鬼
太
郎
空
港
に
就
航
し
、
今

タ
イ
ガ
ー
エ
ア
台
湾
の
皆
さ
ん
を
歓
迎

す
る
平
井
伸
治
・
鳥
取
県
知
事（
前
列

右
か
ら
４
人
目
）ら
＝
５
月
29
日

　境港市は、港を核とした観光振興や
地域活性化をさらに推進するため「みな
とオアシス境港

こう

連絡協議会」を設立し、
関係団体が連携した取り組みを進めます。
このたび、設立に向けた第１回協議会を
８月10日に開催します。
　みなとオアシス境港では、これまで大
漁祭やSea級グルメ全国大会など、港
の特色を生かしたさまざまなイベントを
開催し、多くの来場者を迎えてきました。
　一方で、各団体の活動が個別に行わ
れることも多く、情報共有や連携体制の
さらなる充実が課題となっています。こ
の協議会では、関係機関・団体が連携し、
情報共有や意見交換を行うとともに、情
報発信や事業推進について協議します。
　当日は、協議会の設立、事業計画な
どについて協議し、港を中心とした賑わ
いづくりや交流人口の拡大、境港ブラン
ドの向上、地域経済の活性化につなが
る持続的な推進体制の構築を目指しま
す。
　資料提供：境港市都市整備課
　　　　　港湾空港対策室

８月10日に連絡協議会設立

みなとオアシス境港の窓

8月10日開催

助
成
金
活
用
セ
ミ
ナ
ー

賃
金
引
き
上
げ
目
指
す
市
内
企
業
に

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
複

式
簿
記
講
習
会
を
９
月
15
日

か
ら
開
催
。
複
式
簿
記
の
基

礎
か
ら
決
算(

日
商
簿
記
検

定
３
級
程
度)

ま
で
の
習
得

を
目
指
し
た
内
容
で
、
検
定

試
験
対
策
も
実
施
し
ま
す
。

　
同
講
習
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

日
時
　
９
月
15
日
㈫
～
11
月

10
日
㈫(

全
15
回)

　
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分

～
８
時
30
分

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所

(

境
港
市
上
道
町)

講
師
　
田
中
大だ

い

志じ

氏(

田
中

大
志
税
理
士
事
務
所 

所
長
・

税
理
士)

定
員
　
30
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
切)

受
講
料
　
▽
共
催
団
体
会
員

＝
３
３
０
０
円(

税
込
み)

▽

一
般
＝
６
６
０
０
円(

税
込

み)

　
い
ず
れ
も
15
回
合
計

の
料
金

申
込
期
限
　
８
月
31
日
㈪

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

秋
で
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
各
種
記
念
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
中
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
協
議
会
事

務
局(

☎
０
８
５
７
―
26
―

７
２
２
１)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

講師の田中大志所長

9月15日スタート

ただいま受講者募集中
複式簿記講習会
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小
鉄
和
広
フ
ィ
ッ
シ
ュ
大
使
が
企
画

コ
ン
サ
ー
ト
付
き
講
演
を
開
催

コ
ン
サ
ー
ト
付
き
講
演
を
開
催

コ
ン
サ
ー
ト
付
き
講
演
を
開
催

コ
ン
サ
ー
ト
付
き
講
演
を
開
催

８月３日
　

声
楽
家
の
小
鉄
和
広
・
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大

使
は
８
月
３
日
、
み
な
と
テ
ラ
ス(

上
道
町)

で
「
声
の
旅
人 

小
鉄
和
広 

世
界
を
歩
く
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
」
と
題
し
て
、
コ

ン
サ
ー
ト
付
き
講
演
を
行
い
ま
す
。

　
同
講
演
で
は
、
鳥
取
県
と

マ
ケ
ド
ニ
ア
を
巡
る
「
声
の

旅
人
」
小
鉄
大
使
が
、
素
晴

ら
し
い
湖
と
山
々
、
葡
萄
の

丘
、
そ
し
て
純
朴
で
情
熱
あ

ふ
れ
る
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
人
々

を
紹
介
し
、
心
動
か
さ
れ
た

そ
の
民
謡
を
届
け
ま
す
。

　
小
鉄
大
使
は
、
こ
と
し
６

月
に
マ
ケ
ド
ニ
ア
を
訪
問
。

２
０
２
３
年
に
リ
サ
イ
タ
ル

を
行
っ
た
ビ
ト
ラ
市
の
市
長

に
面
会
し
、
自
身
が
境
港
な

ど
で
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
音
楽
や

文
化
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。
こ
の
マ

ケ
ド
ニ
ア
訪
問
に
つ
い
て
も

同
講
演
で
紹
介
す
る
予
定
で

す
。

　
同
講
演
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

日
時
　
８
月
３
日
㈪
　
開
演

＝
午
後
2
時(

開
場
＝
午
後

1
時
30
分
、
閉
場
＝
午
後
3

時
30
分)

場
所
　
み
な
と
テ
ラ
ス 

リ

ハ
ー
サ
ル
室

入
場
料
　
▽
一
般
＝
２
０
０

０
円
▽
高
校
生
以
下
＝
１
０

０
０
円(

当
日
、
現
金
で
支

払
い
。
席
数
限
定
の
た
め
、

ぜ
ひ
予
約
を
。
な
お
、
乳
幼

児
を
連
れ
て
の
入
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い)

内
容

第
1
部
　
講
演
「
マ
ケ
ド
ニ

ア
と
私
」　
▽
講
師
＝
小
鉄

和
広
大
使(

マ
ケ
ド
ニ
ア
ワ

イ
ン
協
会 

ヴ
ラ
ネ
ッ
ツ
・

ア
ン
バ
サ
ダ
ー) 

第
２
部
　
コ
ン
サ
ー
ト
「
日

本
と
マ
ケ
ド
ニ
ア
」　
▽
出

健康経営を応援します

出前健康講座の活用を
ー 境  港  市 ー

演
＝
小
鉄
大
使(

バ
ス)

、
足

立
彩さ

紀き

子こ

さ
ん(

ソ
プ
ラ

ノ)

、
遠
藤
桃
子
さ
ん(

ピ
ア

ノ)第
３
部
　
マ
ケ
ド
ニ
ア
ワ
イ

ン
試
飲
即
売
会
　
マ
ケ
ド
ニ

ア
・
ワ
イ
ン
協
会
で
ヴ
ラ
ネ

ッ
ツ
・
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
務

め
る
小
鉄
大
使
が
㈲
東
京
オ

ペ
ラ
の
選
び
抜
い
た
輸
入
ワ

イ
ン
を
紹
介
。
赤
・
白
・
ロ

ゼ
そ
れ
ぞ
れ
1
本
を
定
価
３

　
境
港
商
工
会
議
所
は
市
内

事
業
者
に
向
け
て
、
各
種
の

個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す(

秘
密
厳
守
、
相
談
料

無
料)

。
会
場
は
い
ず
れ
も

境
港
商
工
会
議
所
・
経
営
支

援
室(

上
道
町)

で
す
。

　
各
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
経
営
相
談

会
　
境
港
商
工
会
議
所
と
鳥

取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、

毎
月
第
２
火
曜
日
に
経
営
相

談
会
を
開
催(

８
月
は
第
３

火
曜
日
、
開
催
日
の
２
日
前

ま
で
の
予
約
が
必
要)

。
経

営
上
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
員
は
、
鳥
取

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す

知
財
無
料
相
談
会
　
境
港
商

工
会
議
所
は
、
毎
月
第
２
水

曜
日
に
知
財
無
料
相
談
会
を

開
催(

開
催
日
前
日
午
前
中

ま
で
の
予
約
が
必
要)

。
知

的
所
有
権
に
関
す
る
様
々
な

相
談
に
応
じ
ま
す

事
業
承
継
個
別
相
談
会
　
境

港
商
工
会
議
所
、
境
港
市
、

鳥
取
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業
承

継
全
般
に
関
す
る
相
談
会
を

相談会の名称

よろず支援拠点経営相談会

知財無料相談会

事業承継個別相談会

日　　　　　時

８・９月の相談会スケジュール

　

８月18日㈫・９月８日㈫ 午後１時～４時

８月12日㈬・９月９日㈬ 午後１時～４時

８月20日㈭・９月17日㈭ 午後１時～４時

小
鉄
和
広
大
使（
右
）と
マ
ケ
ド
ニ
ア・ビ
ト
ラ
市
長
＝
こ
と
し
６
月

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
市

内
の
事
業
所
に
無
料
で
専
門

家
を
派
遣
。
経
営
に
関
わ
る

様
々
な
分
野
の
専
門
家
が
課

題
解
決
の
第
一
歩
に
向
け
、

お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

へ
。

経
営
課
題
解
決
に

専
門
家
を
派
遣

４
１
０
円
で
提
供
。
入
場
予

約
の
際
に
赤
を
購
入
予
約
し

た
人
に
は
1
本
３
０
０
０
円

の
特
別
価
格(

な
お
、
20
歳

未
満
の
人
は
酒
類
の
試
飲
・

購
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

車
を
運
転
す
る
人
へ
の
酒
類

提
供
は
し
ま
せ
ん)

　
予
約
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
、

詳
し
く
は
東
京
オ
ペ
ラ(

電

子
メ
ー
ルsakaim

inato@
tokyo-opera.co.jp)

ま
で
。

毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
催

(

開
催
日
前
日
ま
で
の
予
約

が
必
要)

。
相
談
員
は
、
鳥
取

県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
専
門
相
談
員
で
す

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
境
港
市
は
、
30
歳
代
か
ら

60
歳
代
を
中
心
と
し
た
「
働

き
盛
り
世
代
」
の
健
康
づ
く

り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
近

年
、
健
康
経
営
の
普
及
が
進

ん
で
お
り
、
多
く
の
企
業
が

健
康
経
営
を
戦
略
的
に
取
り

入
れ
る
動
き
が
広
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
従
業
員
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
は
、
活
気
の
あ

る
職
場
を
つ
く
り
、
従
業
員

が
健
康
に
な
る
こ
と
で
労
働

生
産
性
の
向
上
を
も
た
ら
し
、

結
果
的
に
企
業
業
績
や
企
業

価
値
の
向
上
な
ど
の
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
働
き
盛
り
世
代
が
元
気
で

い
き
い
き
と
仕
事
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
を
充
実
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
、
ご
自
身
の
生
活
を

振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
皆
さ
ん
の
職
場
な
ど
に
市

職
員(

保
健
師
、
管
理
栄
養

士)

が
訪
問
し
、
出
前
健
康

講
座
を
行
い
ま
す
。

　
同
講
座
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

対
象
　
職
員
の
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
、
ま
た

は
取
り
組
む
予
定
の
企
業
・

団
体

人
数
　
１
回
に
つ
き
、
約
50

人
ま
で

日
程
　
８
月
４
日
㈫
以
降

時
間
　
１
回
30
分
～
１
時
間

程
度(
講
座
実
施
時
間
・
開

始
時
間
な
ど
は
、
要
相
談)

会
場
　
講
座
を
行
う
会
場
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い

派
遣
職
員
　
境
港
市
保
健
師
、

管
理
栄
養
士

予
約
方
法
　
８
月
３
日
㈪

か
ら
申
し
込
み
開
始(

☎
46

―
０
５
７
１
、
メ
ー
ル

kenko@
city.sakaim

inato.
lg.jp

）

　
詳
し
く
は
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(

２

次
元
コ
ー
ド
参

照)

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
市
健
康

づ
く
り
推
進
課
へ
。

米
子
空
港
ビ
ル
と
米
子
信
金
境
港
支
店

職
務
執
行
者
が
変
更

境
港
商
議
所

議
　
　
　員

　
境
港
商
工
会
議
所
議
員
の

う
ち
、
米
子
空
港
ビ
ル
㈱
と

米
子
信
用
金
庫
境
港
支
店
の

職
務
執
行
者
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
任
期
は
、
２
０
２

８
年
10
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
新
し
い
職
務
執
行
者
は
、

次
の
通
り
。

門
脇
誠
司(

か
ど
わ
き
・
せ

い
じ)

▽
事
業
所
＝
米
子
空

港
ビ
ル
㈱(

境
港
市
佐
斐
神

町)

▽
変
更
年
月
日
＝
２
０

２
６
年
６
月
24
日
付
▽
役
職

＝
代
表
取
締
役
社
長
▽
前
任

者
＝
飯
塚
広
衛(

前
・
代
表

取
締
役
社
長)

安
田
直
行(
や
す
だ
・
な
お

ゆ
き)

▽
事
業
所
＝
米
子
信

用
金
庫
境
港
支
店(

境
港
市

元
町)

▽
変
更
年
月
日
＝
２

０
２
６
年
６
月
５
日
付
▽
役

職
＝
支
店
長
▽
前
任
者
＝
小

藤
善
之(

前
・
支
店
長)

ー 境港商議所 ー

毎月１回開催

各種個別相談会

安田直行・議員 門脇誠司・議員
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鳥取学習センター

　　大学生になって勉強を始めてみませんか

放送大学は通信制の大学です
入学のチャンスは年２回（４月、１０月）
学部への入学に試験はありません
１科目から気軽に学びが始められます
原則オンラインによる自宅学習と単位認定試験の受験合格で単位を積み
重ねていき通学の必要はありません
教員や看護師の上位資格取得をはじめ編入学による大卒資格の取得など
お勤めしながらのキャリアアップに
卒業までの費用は国立大学の約１／３で無駄なし
学部以外に修士・博士課程もあり受験可能です

　　　　　さぁ！あなたも大学生になろう

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

ー 渡辺商店 ー
時短設備の提案で子育て世代を応援
男女共同参画 境港企業の取り組み男女共同参画 境港企業の取り組み シリーズ 29

　
男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
む
境
港
企
業
を
紹
介
す
る
当

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
㈲
渡
辺
商
店(

渡
町
、
渡
邉
冬ふ

ゆ

樹き

社
長)

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
社
は
約
70
年
前
に
創
業

し
、「
地
域
の
人
々
の
暮
ら

し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
を
テ

ー
マ
に
、
生
活
に
密
着
し
た

事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
薪ま

き

、
練
炭
の
販
売
に
始
ま海

外
挑
戦
編

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

境
港
に
ジ
ェ
ト
ロ
の
窓
口
が
誕
生

　
境
港
へ
の
ジ
ェ
ト
ロ
拠

点
の
設
置
は
、
20
年
ぶ
り

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
鳥
取
市
に
あ
る
ジ
ェ

ト
ロ
鳥
取
貿
易
情
報
セ
ン

タ
ー(

ジ
ェ
ト
ロ
鳥
取
、

小
林
紘ひ

ろ

之ゆ
き

所
長)

と
合
わ

せ
、
県
内
２
拠
点
体
制
で

企
業
の
海
外
展
開
を
強
力

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
体

制
が
整
い
ま
し
た
。

　
昨
今
の
円
安
進
行
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
大
を
背

　
日
本
の
公
的
な
貿
易
・
投
資
促
進
機
関
で
あ
る
　
日
本

貿
易
振
興
機
構(

ジ
ェ
ト
ロ)

が
、
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
内(

竹
内
団
地)

に
「
さ
か
い
み
な
と
海
外
展

開
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

景
に
、
県
内
企
業
の
間
で
も

海
外
市
場
を
目
指
す
意
欲
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

い
ざ
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め

る
と
な
る
と
、
貿
易
手
続
き

や
相
手
国
の
市
場
動
向
、
法

規
制
、
契
約
交
渉
、
語
学
な

ど
、
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
が
存

在
す
る
の
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
対
面
で

じ
っ
く
り
相
談
で
き
る
の
が

今
回
開
設
さ
れ
た
サ
ポ
ー
ト

窓
口
で
す
。
同
窓
口
は
ジ
ェ

ト
ロ
鳥
取
を
通
じ
て
、
世
界

70
カ
所
の
現
地
事
務
所
や
研

究
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
直

結
し
て
お
り
、
最
新
の
海
外

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
や
多
様
な
支

援
メ
ニ
ュ
ー
を
直
接
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
窓
口
に
は
、
海
外
ビ
ジ
ネ

ス
の
実
務
経
験
が
豊
富
な

「
海
外
展
開
サ
ポ
ー
ト
専
門

員(

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
・
シ
ェ

ル
パ)

」
が
常
駐
し
、
鳥
取

県
西
部
の
中
小
企
業
の
皆
様

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
境
港

市
に
は
森
雅ま

さ

史ふ
み

さ
ん
が
配
属

さ
れ
ま
し
た
。

　
森
さ
ん
は
素
材
メ
ー
カ
ー

の
経
営
管
理
部
門
に
長
年
勤

務
し
、
中
国
へ
の
海
外
赴
任

に
よ
る
企
業
経
営
の
経
験
も

あ
る
な
ど
、
海
外
の
事
情
に

精
通
し
て
い
ま
す
。

　「
私
の
出
身
地
で
あ
る
山

口
と
鳥
取
は
似
通
っ
た
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
鳥
取
か
ら

の
輸
出
と
海
外
展
開
の
さ
ら

な
る
拡
大
に
向
け
て
貢
献
し

た
い
で
す
」
と
森
さ
ん
は
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

　〝
シ
ェ
ル
パ
〟
と
は
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山
で
案
内
や
ル
ー

ト
開
拓
を
担
う
パ
ー
ト
ナ
ー

の
こ
と
で
す
。
海
外
ビ
ジ
ネ

り
、
灯
油
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
に
移
行
。

今
で
は
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ

ヒ
ー
タ
ー
な
ど
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
道
工

事
業
な
ど
も
手
掛
け
ま
す
。

　
渡
邉
社
長
は
「
当
社
は
、

子
育
て
環
境
の
充
実
に
気
を

配
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
、
子
ど

も
の
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
や
参

観
日
、
平
日
に
あ
る
運
動
会
、

急
な
病
気
な
ど
の
際
に
短
時

間
休
や
半
日
休
と
い
っ
た
休

み
を
取
り
や
す
く
す
る
こ
と

な
ど
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
社
で
は
、
少
な
い
人
材

で
も
休
む
こ
と
に
遠
慮
が
い

ら
な
い
よ
う
に
、
男
女
共
に

多
能
工
に
な
る
訓
練
を
行
っ

て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
男
性
で
も

電
話
対
応
や
事
務
処
理
を
普

通
に
こ
な
せ
る
体
制
に
し
て

い
ま
す
。

　「
自
分
が
子
育
て
の
時
に

協
力
し
て
も
ら
っ
た
後
に
は
、

次
の
子
育
て
世
代
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
よ
う
な
企
業
文
化
が

根
付
く
よ
う
に
、
挑
戦
し
て

い
き
た
い
」
と
話
す
渡
邉
社

長
。

　
ま
た
同
社
は
、
短
時
間
で

乾
燥
が
可
能
な
乾
燥
機
な
ど
、

子
育
て
世
代
を
応
援
す
る
設

備
を
多
く
扱
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
機
器
を
販
売
し
て

い
く
こ
と
も
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
役
立
っ
て
い
る
の

で
は
。
自
ら
家
事
を
す
る
こ

と
で
、
そ
の
経
験
を
商
品
説

明
に
盛
り
込
ん
で
い
る
男
性

社
員
も
い
る
よ
う
で
す
。

　
渡
邉
社
長
は
「
共
働
き
世

海
外
展
開
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
森
雅
史
ビ
ジ
ネ
ス・シ
ェ
ル
パ

ス
へ
の
挑
戦
は
決
し
て
難

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
経
験
が
な
く
て
も
、

企
業
の
現
状
に
合
わ
せ
て

ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
け

ば
実
現
可
能
で
す
。

　
こ
の
「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス

・
シ
ェ
ル
パ
」
が
窓
口
相

談
や
企
業
訪
問
を
通
じ
て

個
別
課
題
に
寄
り
添
い
、

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
に

向
け
て
案
内
役
と
し
て
導

き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

帯
が
多
く
な
っ
て
い
る
中
で
、

家
事
が
楽
に
な
る
設
備
の
提

案
を
し
、
子
育
て
世
代
を
応

援
し
て
い
ま
す
。
当
社
と
一

緒
に
広
め
て
い
き
ま
せ
ん

か
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
45

―
０
５
３
７)

ま
で
。

―
暑
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
ね
。

　「
皆
さ
ん
も
実
感
し
て
お

ら
れ
る
通
り
、
昨
年
度
、
県

内
で
は
30
度
以
上
の
真
夏
日

が
95
日
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

35
度
以
上
の
猛
暑
日
は
39
日

で
、
８
年
前
に
比
べ
26
日
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
と

し
は
、
梅
雨
明
け
以
降
、
一

気
に
気
温
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
熱
中
症
は
、
屋
内
外
を

問
わ
ず
発
症
し
、
場
合
に
よ

っ
て
は
命
に
関
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、

職
場
内
で
声
を
か
け
合
う
な

ど
、
健
康
被
害
を
防
ぐ
取
り

組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
」

―
事
業
所
で
の
熱
中
症
対
策

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　「
は
い
。
近
年
は
猛
暑
や

気
候
変
動
で
、
夏
季
の
労
働

災
害
件
数
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
多
く
が
熱
中
症
の

初
期
症
状
の
見
落
と
し
や
対

応
の
遅
れ
が
原
因
で
す
。
事

業
者
は
、
熱
中
症
対
応
の
た

め
の
『
体
制
整
備
』、
熱
中

症
の
お
そ
れ
が
あ
る
労
働
者

時短乾燥機を紹介する同社の渡邉由紀取締役

を
把
握
し
た
場
合
の
『
手
順

作
成
』、
労
働
者
や
関
係
者

に
対
し
て
手
順
や
注
意
事
項

の
『
周
知
』
を
行
う
義
務
が

あ
り
、
職
場
全
体
で
熱
中
症

予
防
へ
の
取
り
組
み
、
安
全

・
安
心
な
職
場
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
」

―
有
効
な
具
体
策
の
例
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　「
事
業
所
で
の
エ
ア
コ
ン

や
送
風
機
の
活
用
、
出
勤
時

の
健
康
確
認
、
作
業
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
調
整
、
定
期
的
な

休
憩
時
間
の
確
保
、
喉
が
渇

く
前
に
水
分
補
給
す
る
よ
う

に
従
業
員
同
士
で
声
を
か
け

合
う
な
ど
、
各
事
業
所
で
取

り
組
め
る
方
法
を
ご
検
討
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

―
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
市
内
の
19
施
設
に
涼
み

ど
こ
ろ
と
し
て
『
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
』
が
あ
り
、

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
民
間
企
業
で
の
設
置

も
募
集
し
て
い
ま
す
。『
地

域
全
体
で
熱
中
症
予
防
に
取

り
組
み
、
市
民
の
命
と
健
康

を
守
る
境
港
市
』
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
」

　
詳
し
く
は
、
同
課(

☎
46

―
０
５
７
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
対
策
境
港
市
健
康
づ
く
り
推
進
課

経
営
課
題
に
迫
る 

④

　
境
港
市
内
企
業
の
経
営
課
題
に
迫
り
ま
す
。
今
回
は
「
安

全
配
慮(

熱
中
症
対
策)

」
に
つ
い
て
、
境
港
市
福
祉
保
健
部

健
康
づ
く
り
推
進
課(

上
道
町)

の
渡
辺
一ひ

佐さ

子こ

課
長
補
佐
兼

政
策
係
長
に
伺
い
ま
し
た
。

独独
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台
湾
か
き
氷
も
提

供
し
て
い
ま
す
。

ミ
ル
ク
味
で
、
フ

ワ
フ
ワ
し
て
い
る

氷
が
特
色
。
ト
ッ

ピ
ン
グ
に
は
、
ご

ろ
っ
と
し
た
マ
ン

ゴ
ー
や
イ
チ
ゴ
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が

選
べ
ま
す
。

　
ま
た
毎
月
、
境

港
や
周
辺
の
有
名

店
と
コ
ラ
ボ
し
た

商
品
も
販
売
。
鬼
太
郎
グ
ッ

ズ
な
ど
の
境
港
土
産
も
あ
り

ま
す
。

　
竹
内
店
長
は
「
地
元
の
人

に
も
愛
さ
れ
る
お
店
を
目
指

し
て
、
た
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ

ー
を
作
っ
て
お
待
ち
し
て
い

スポットライト 小児科に花木医師着任

より通いやすく 午後の診療スタート
ー 済生会境港総合病院 ー

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院(

米
川
町)

の
小
児
科
に
花
木
啓け

い

一い
ち 

医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
科
の
診
療
時
間
を
拡
大

し
、
午
後
診
療
を
開
始
。
専
門
診
療
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
同
病
院
の
花
木
医
師
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

　
花
木
医
師
は
、
鳥
取
大
学

医
学
部
保
健
学
科
教
授
、
県

立
厚
生
病
院(

倉
吉
市
東
昭

和
町)

院
長
な
ど
を
経
て
、

こ
と
し
４
月
か
ら
同
小
児
科

を
担
当
。
毎
週
月
・
火
・
水

・
木
曜
日
の
午
前
８
時
45
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、

外
来
診
療
に
当
た
っ
て
い
ま

す(

予
約
優
先)

。

　
火
・
水
曜
日
の
午
後
２
時

か
ら
４
時
30
分
ま
で
は
予
防

接
種
と
乳
児
健
診
枠
で
す
が
、

診
療
も
行
い
ま
す
。
金
曜
日

は
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病

院(

鳥
大
病
院
、
米
子
市
西

町)

の
小
児
科
医
師
が
診
療

し
ま
す(

午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で)

。

　
同
科
は
、
子
ど
も
た
ち
の

心
と
身
体
を
ト
ー
タ
ル
に
見

守
る
「
子
ど
も
の
総
合
診
療

科
」
と
し
て
、
一
般
診
療
、

各
種
予
防
接
種
、
乳
児
健
診

な
ど
を
行
い
、
日
々
の
健
康

を
サ
ポ
ー
ト
。
一
般
診
療
で

は
、
発
熱
、
咳が

い

嗽そ
う(

せ
き)

、

嘔
吐
・
下
痢
、
発
疹
、
け
い

れ
ん
、
感
染
症
、
ア
レ
ル
ギ

ー
な
ど
に
診
療
と
検
査
で
幅

広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
よ
り
高
度
な
検
査
や
入
院

が
必
要
な
場
合
に
は
、
鳥
大

病
院
を
は
じ
め
、
適
切
な
医

療
機
関
へ
迅
速
に
紹
介
で
き

る
体
制
も
整
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
小
児
内
分
泌
代

謝
疾
患
」
の
専
門
診
療
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
身

長
の
伸
び
」「
体
重(

肥
満
・

や
せ)

」「
思
春
期(

早
発
・

遅
発)

」「
甲
状
腺
疾
患
、
糖

尿
病
」
な
ど
の
内
分
泌
代
謝

疾
患
に
対
し
、
体
格
計
測
や

子どもの肥満状況を解説する花木啓一医師

血
液
・
尿
検
査(

ホ
ル
モ
ン
値

な
ど)

、
骨
成
熟
度
評
価
と

い
っ
た
精
密
検
査
を
行
い
、

最
適
な
対
応
方
針
を
提
案
し

ま
す
。 

　
学
校
医
も
兼
務
す
る
花
木

医
師
は
「
最
近
は
、
肥
満
傾

向
の
子
ど
も
さ
ん
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

時
に
は
、
や
む
な
く
外
出
を

控
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
い

つ
も
家
に
い
る
生
活
が
当
た

り
前
に
な
っ
た
こ
と
が
影
響

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
子
ど

も
に
と
っ
て
健
康
的
な
食
習

慣
・
運
動
習
慣
が
い
か
に
大

切
か
分
か
り
ま
す
」
と
指
摘
。 

　
ま
た
「
私
た
ち
は
、
お
子

さ
ん
の
す
こ
や
か
な
成
長
を

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
ご
家
族
に

寄
り
添
い
な
が
ら
応
援
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
気
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

何
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　
詳
し
く
は
、
同
病
院(

☎

42
―
３
１
６
１)

へ
。
予
約

の
場
合
は
、
平
日
の
午
後
２

時
か
ら
４
時
ま
で
の
間
に
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

ヨ
ル
ダ
ン
の
砂
ソ
フ
ト
を

紹
介
す
る
竹
内
秀
美
店
長

　
同
店
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー
１
階
に
設
置
さ
れ
た

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
中
心

に
販
売
す
る
店
舗
で
す
。

濃
厚
ミ
ル
ク
の
ソ
フ
ト
と

梨
ソ
フ
ト
を
提
供
し
、
両

方
の
ミ
ッ
ク
ス
も
好
評
。

チ
ョ
コ
や
キ
ャ
ラ
メ
ル
、

イ
チ
ゴ
な
ど
を
ト
ッ
ピ
ン

グ
し
、
季
節
感
の
あ
る
オ

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の

押
し
商
品
を
紹
介

す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、(

一
社)

境
港
観
光
協
会

の
運
営
す
る
み
な
と
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ(

竹
内
団
地)

の
「
ヨ
ル
ダ

ン
の
砂
ソ
フ
ト
」
で
す
。

我が社

の一品
我が社

の一品

み
な
と
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ

ヨ
ル
ダ
ン
の
砂
ソ
フ
ト

リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り

ま
す
。

　
同
タ
ワ
ー
の
３
階
に
は
、

関
西
・
大
阪
万
博
に
出
展
し

た
「
鳥
取
県
ゾ
ー
ン
」
が
常

設
展
示
と
し
て
再
現
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
ゾ
ー
ン
内
に
は
、

同
じ
く
万
博
に
出
展
し
て
い

た
ヨ
ル
ダ
ン
館
か
ら
「
ワ
デ

ィ
ラ
ム
砂
漠
の
赤
い
砂
」
を

提
供
さ
れ
、
約
40
平
方
㍍
の

ブ
ー
ス
に
４
㌧
敷
き
詰
め
て

い
ま
す
。

　
同
店
を
担
当
す
る
竹
内
秀ひ

で

美み

店
長
は
、
同
ソ
フ
ト
が
誕

生
し
た
理
由
を
「
ヨ
ル
ダ
ン

の
砂
は
見
て
、
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
た
ら
も
っ
と

い
い
の
に
と
思
い
考
案
し
ま

し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
ソ
フ
ト
は
、
濃
厚
ミ
ル

ク
の
ソ
フ
ト
に
キ
ャ
ラ
メ
ル

ソ
ー
ス
を
か
け
、
焼
き
菓
子

で
作
っ
た
コ
コ
ア
風
味
の
食

べ
ら
れ
る
砂
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
ち
ょ
こ
ん
と
添
え
ら

れ
た
ヨ
ル
ダ
ン
の
国
旗
ピ
ッ

ク
も
人
気
で
す
。

　
同
店
で
は
、
夏
季
限
定
で

ま
す
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
ヨ
ル
ダ
ン
の
砂
ソ
フ
ト

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
境

港
観
光
協
会(

☎
47
―
３

８
８
０)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
済
生
会
境
港
総
合
病
院

(

米
川
町)

は
、
透
析
治
療
を

受
け
る
患
者
さ
ん
と
日
々
送

迎
を
担
う
家
族
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
「
透
析
送
迎
サ

ー
ビ
ス
」
を
こ
と
し
６
月
１

日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　
車
い
す
・
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン

グ
車
い
す
も
対
応
可
能
で
、

同
病
院
と
提
携
し
て
い
る
福

祉
タ
ク
シ
ー
会
社
が
運
行
し

ま
す
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
。

送
迎
対
象
エ
リ
ア
　
▽
境
港

市
▽
松
江
市
東
部(

美

保
関
町
、
八
束
町)

▽

米
子
市
弓
浜
地
区(

な

お
、
い
ず
れ
も
、
自
宅

や
施
設
か
ら
の
送
迎
可

能
で
す
。
た
だ
し
対
象

エ
リ
ア
内
で
も
、
利
用

対
象
外
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す)

利
用
料
金
　
月
５
０
０

０
円(

税
込
み)

　
な
お
、
追
加
オ
プ
シ

ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。

利
用
状
況
に
応
じ
て
今
後
、

値
下
げ
も
視
野
に
入
れ
、
柔

軟
に
進
め
る
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
病
院
地
域

医
療
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

(

☎
42
―
５
８
０
５〔
直
通
〕)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
鳥
取
県
は
、
中
小
企
業
や

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
の

経
営
課
題
に
対
し
て
、
東
部

・
中
部
・
西
部
の
圏
域
ご
と

に
「
と
っ
と
り
企
業
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
成
し
て

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
県
と

商
工
団
体
、
金
融
機
関
、
信

用
保
証
協
会
や
産
業
支
援
機

関
な
ど
、
20
の
機
関
が
連
携

・
協
力
し
て
総
合
的
か
つ
集

中
的
な
支
援
を
行
う
も
の
。

　
経
営
の
改
善
や
再
生
、
販

路
開
拓
、
起
業
・
創
業
、
事

業
承
継
な
ど
、
様
々
な
課
題

の
解
決
に
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

へ
。

県内20機関が連携
総合的・集中的に支援

とっとり企業支援
ネット ワ ー ク

済生会境港
総 合 病 院

透
析
送
迎
サ
ー
ビ
ス
始
め
る

患
者
さ
ん
と
家
族
の
通
院
負
担
軽
減
へ

患者さんを送迎中の運転スタッフ
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43
団
体
が
出
演 

境
港
市
民
音
楽
祭

９
月  

演
奏
や
ダ
ン
ス
が
織
り
な
す
５
日
間

　

「
み
ん
な
で
、
つ
く
る
境
港
市
民
音
楽
祭
」
が
９
月
５

日
・
６
日
・
12
日
・
26
日
・
27
日
の
５
日
間
、
開
催
さ
れ
ま

す
。
昨
年
に
続
き
４
回
目
。
公
募
で
集
ま
っ
た
境
港
を
中
心

と
す
る
43
団
体
が
演
奏
や
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
す
。

　
鳥
取
県
は
、
災
害
時
に
井

戸
水
を
無
償
で
提
供
で
き
る

井
戸
を「
災
害
時
協
力
井
戸
」

と
し
て
あ
ら
か
じ
め
登
録
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
、
井
戸
を
開
放
す

る
こ
と
で
、
周
辺
住
民
の
生

活
用
水
と
し
て
活
用
す
る
も

の
で
す
。

　
県
と
境
港
市
は
、
事
業
所

な
ど
で
井
戸
を
所
有
し
て
い

る
皆
さ
ん
に
、
制
度
の
趣
旨

を
理
解
し
て
、
登
録
を
検
討

す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
登
録
に
当
た
っ
て
は
、

井
戸
水
の
水
質
検
査
を
無
料

で
実
施
し
ま
す
。

　
同
登
録
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

登
録
条
件(

全
て
に
該
当
す

る
こ
と)

　
▽
災
害
時
に
井

戸
水
を
無
償
で
提
供
で
き
る

こ
と
▽
現
在
使
用
し
て
い
る

井
戸
で
あ
る
こ
と
▽
く
み
上

げ
る
た
め
の
装
置
が
あ
る
こ

と
▽
利
用
す
る
上
で
危
険
が

な
い
こ
と
▽
生
活
用
水
と
し

て
該
当
す
る
こ
と(

飲
用
で

は
あ
り
ま
せ
ん)

▽
井
戸
の

所
在
地
な
ど
の
公
開
に
同
意

で
き
る
こ
と

※
普
段
か
ら
井
戸
の
適
切
な

管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い

登
録
申
請
の
流
れ
　
①
申
請

書
を
境
港
市
に
提
出 

②
現

地
調
査
・
水
質
検
査
を
実
施 

　
同
音
楽
祭
は
市
民
と
出
演

者
が
一
堂
に
会
し
、
演
奏
と

鑑
賞
を
同
時
に
楽
し
め
る
音

楽
祭
で
す
。

　
同
音
楽
祭
実
行
委
員
会
の

阿
部
英
治
委
員
長
は
「
４
回

目
を
迎
え
る
市
民
音
楽
祭
の

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

ホ
ー
ル
の
空
気
を
震
わ
せ
る

楽
器
演
奏
、
合
唱
、
吹
奏
楽
、

ダ
ン
ス
な
ど
の
一
期
一
会
の

ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

出
演
者
と
も
に
お
楽
し
み
く

昨
年
出
演
し
た
グ
ル
ー
プ

③
名
簿
に
登
録 

④
県
が
登

録
証
と
井
戸
標
識
を
送
付

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

２
次
元
コ

ー
ド
参
照)
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
問
い
合

わ
せ
は
、
境

港
市
防
災
危

機
管
理
課

(

☎
47
―
１
０
７
１)

へ
。

だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　
同
音
楽
祭
の
入
場
料
は
一

般
が
５
０
０
円(
税
込
み)

、

高
校
生
以
下
は
無
料
で
す
。

５
日
間
通
し
チ
ケ
ッ
ト
で
全

席
自
由
。
チ
ケ
ッ
ト
は
、
境

港
市
文
化
ホ
ー
ル(

中
野

町)

と
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー(

上
道
町)

で
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員

会
事
務
局(

境
港
市
文
化
振

興
財
団
内
、
☎
44
―
１
０
０

０)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
境
港
市
は
、
市
役
所
な
ど

の
開
庁
時
間
を
現
在
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
を
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
30
分
ま
で
に
試
行
的

に
短
縮
し
ま
す
。
期
間
は
、

８
月
３
日
㈪
か
ら
12
月
28
日

㈪
ま
で
。

　
変
更
の
目
的
は
、
業
務
の

効
率
化
や
職
員
の
業
務
改
善

を
図
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ

ル
手
続
の
活
用
を
進
め
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

げ
る
こ
と
で
す
。

　
同
市
は
、
対
象
と
な
る
施

設
を
▽
市
役
所
本
庁
舎
▽
第

２
庁
舎
▽
別
館
▽
分
庁
舎
▽

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
▽
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー(

生
涯
学
習

課
、防
災
危
機
管
理
課
の
み)

▽
清
掃
セ
ン
タ
ー
▽
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
▽
下
水
道
セ

ン
タ
ー
―
の
窓
口
業
務
や
相

談
業
務
、
電
話
対
応
と
し
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
職
員
の
勤
務
時
間

に
変
更
は
な
く
、
試
行
期
間

中
は
開
庁
時
間
を
知
ら
ず
に

来
庁
し
た
人
や
電
話
を
し
た

人
に
は
こ
れ
ま
で
通
り
対
応

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
総
務

課
行
政
係(

☎
47
―
１
０
０

７)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
多
く
の
人
が
海
水
浴
、
川

遊
び
、
プ
ー
ル
な
ど
を
楽
し

む
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
水
難

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
水
難
事
故
は
わ
ず
か
数
分

で
死
に
至
る
危
険
性
の
高
い

事
故
で
す
。
昨
年
は
、
県
内

で
11
件
の
水
難
事
故
が
発
生

し
、
３
人
の
人
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。

　
境
港
警
察
署
は
、
水
の
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
▽

遊
泳
禁
止
場
所
で
泳
が
な
い

こ
と
▽
子
ど
も
だ
け
で
海
水

浴
や
川
遊
び
に
行
か
せ
な
い

こ
と
▽
海
水
浴
場
や
プ
ー
ル

で
は
、
監
視
員
ら
の
指
示
に

従
う
こ
と
▽
保
護
者
や
引
率

者
は
、
幼
児
や
子
ど
も
か
ら

目
を
離
さ
な
い
こ
と
▽
飲
酒

時
や
体
調
が
悪
い
と
き
は
入

水
し
な
い
こ
と
▽
海
や
川
で

釣
り
を
す
る
と
き
は
、
必
ず

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用

す
る
こ
と
▽
溺
れ
て
い
る
人

を
発
見
し
た
ら
飛
び
込
ん
だ

り
せ
ず
、
浮
力
の
あ
る
も
の

を
投
げ
入
れ
、
警
察
や
海
上

保
安
庁
、
消
防
な
ど
に
通
報

す
る
こ
と
▽
急
な
増
水
、
高

波
な
ど
が
発
生
し
や
す
い
悪

天
候
時
に
は
、
水
辺
に
近
づ

か
な
い
こ
と
―
な
ど
で
す
。

　
万
が
一
溺
れ
た
と
き
な
ど

に
は
、
無
理
に
泳
ご
う
と
せ

ず
「
浮
い
て
待
て
！
」
の
原

則
を
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８月５日㈬ 午前　　　精神科医

８月６日㈭ 　　　午後 産業医

８月18日㈫ 午前・午後 産業医

８月20日㈭ 　　　午後 産業医

８月26日㈬ 　　　午後 産業医

８月27日㈭ 午前・午後 産業医

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健
康や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

８月の相談日

 合唱　
日　時　９月５日㈯ 開場＝午後１時、開演＝午後１時30分
会　場　境港市文化ホール(シンフォニーガーデン、境港市中野町)
出演者　▷コーラス すみれ会▷ゴスペルオーブ▷女声合
唱団沙羅▷シンフォニー少年少女合唱団▷ハーフェンコー
ル▷米子聖ニコラス教会 聖歌隊
 器楽・日本舞踊　
日　時　９月６日㈰ 開場＝午後１時、開演＝午後１時30分
会　場　シンフォニーガーデン
出演者　▷アンサンブル リベルタ▷Woodクインテット

「F(エフ)」▷歓▷紅扇会▷ことの葉▷ソノーレ▷violin & 
harp duo cantabile▷原田霑山と仲間たち
 吹奏楽・器楽・バレエ　
日　時　９月12日㈯ 開場＝午後１時、開演＝午後１時30分
会　場　境港市民交流センター(みなとテラス、境港市上道町)
出演者　▷韓国民族音楽ユニット「とうるりむ」▷金管ア
ガリンジャーズ▷さかいみなとウィンドアンサンブル▷ソプ
ラノ×ピアノ×マリンバアンサンブル▷ダンスナッツ吾郷静
バレエ教室▷ピアノの会「クレス」
 軽音楽・ダンス　
日　時　９月26日㈯ 開場＝午後１時、開演＝午後１時30分
会　場　みなとテラス
出演者　▷いいじゃん青春▷ダージリン▷トラブルメー
カー▷Honey B Horn's▷BLUEGRASS 5 Revival▷美
保基地JAZZ研究部 G-MA▷遊空(美保基地音楽部)▷
Raks ∞ Lesaala▷LILITHIA
 軽音楽・ダンス　
日　時　９月27日㈰ 開場＝午後１時、開演＝午後１時30分
会　場　みなとテラス
出演者　▷アマリリス▷in a blue moon▷内張泥棒▷カ
リンバごっこ▷クリープハイプやるかもしれません。▷
Citrus Jam▷ジャズキッチン▷ダンススタジオジャム▷ダ
ンススタジオジャム ジュニア▷Bird Hunters▷Hula 
Halau Pikake Terunuma▷ユミナキッズダンス▷よさこ
い華 dan.▷ろっくこーん

※出演者の記載は50音順で、出演順ではありません

第４回境港市民音楽祭 あらまし溺
れ
た
と
き
は｢

浮
い
て
待
て
」

夏
季
の
水
難
事
故
防
止
を
境港警察署

登録にご理解ご協力を

災害時の井戸水無償提供
県と市が呼びかけ

業務改善とサービス向上へ

開庁時間が変わります

ー 境 港 市 ー
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境港商工会議所女性会 Ms.通信

有限会社 遠 藤 通 船
〒684-0014 鳥取県境港市入船町１番地
Tel 0859-44-0935　Fax 0859-44-0936
E-mail：fbendoh@arion.ocn.ne.jp

取扱商品／お土産・お菓子・お酒・海産物・新聞 他

境港市大正町215
営業時間／9：00～17：00 定休日／年中無休
取扱商品／お土産・お菓子・お酒・海産物・新聞 他

0859-44-9210☎
境港駅隣にある「みなとさかい交流館」にあり、鬼太郎
グッズ特産品はじめ各種商品を揃えております。
境港駅隣にある「みなとさかい交流館」にあり、鬼太郎
グッズ特産品はじめ各種商品を揃えております。
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同
大
会
で
は
ま
ず
、
中
商

女
性
連
・
小
泉
美
惠
子
会
長

と
、
鳥
取
商
工
会
議
所
女
性

会(

鳥
取
女
性
会)

・
德
田
和

子
会
長
が
開
会
挨
拶
。
続
い

て
、
中
原
美
由
紀
・
鳥
取
県

副
知
事
、
深
澤
義
彦
・
鳥
取

市
長
、
鳥
取
商
工
会
議
所
・

平
井
耕
司
会
頭
が
そ
れ
ぞ
れ

挨
拶
し
、
鳥
取
県
と
鳥
取
市

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
鳥
取
女

性
会
が
活
動
事
例

を
発
表
。
創
立
60

周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
鳥
取
の
先

人
が
移
住
し
た
北

海
道
釧
路
市
の
視

察
を
行
っ
た
こ
と

な
ど
の
報
告
を
受

け
、
大
変
興
味
深

く
、「
故ふ

る

き
を
温た

ず

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

マグロ料理を販売中の当会会員

ね
て
新
し
き
を
知
る
」
と
い

う
言
葉
を
思
い
浮
か
べ
ま
し

た
。

　
式
典
と
記
念
講
演
終
了
後

の
懇
親
会
で
は
、
伝
統
的
な

植え替え作業をする参加者

　

中
国
地
方
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会(

中
商
女
性
連)

鳥

取
大
会
が
７
月
９
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取(

鳥
取

市
今
町)

で
開
催
さ
れ
、
39
商
工
会
議
所
女
性
会
の
２
２
５
人

が
参
加
。
当
女
性
会
か
ら
は
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

民
俗
芸
能
「
麒
麟
獅
子
」
の

勇
壮
な
舞
い
、
元
気
で
は
つ

ら
つ
と
し
た
「
し
ゃ
ん
し
ゃ

ん
傘
踊
り
」、
世
界
的
ジ
ャ

ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
菊
池
ひ
み

こ
氏
の
演
奏
な
ど
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
美
味
し
い
食
事
に
加
え
、

鳥
取
女
性
会
会
員
の
お
も
て

な
し
で
、
気
持
ち
よ
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
回
開
催
地
の
広
島
女
性

会
と
、
来
春
行
わ
れ
る
全
国

大
会
開
催
地
の
横
浜
女
性
会

の
大
会
Ｐ
Ｒ
も
あ
り
、
大
変

活
気
に
あ
ふ
れ
る
女
性
会
の

パ
ワ
ー
を
感
じ
た
楽
し
い
時

間
で
し
た
。

　
帰
り
の
列
車
内
で
、
会
話

を
楽
し
み
な
が
ら
の
帰
路
、

德
田
会
長
の
「
こ
の
大
会
が

皆
様
に
と
っ
て
知
見
を
深
め
、

友
情
を
深
め
る
１
日
で
あ
る

こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
の
言

葉
を
思
い
出
し
、
ま
さ
し
く

そ
の
と
お
り
の
１
日
と
な
っ

た
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
参

加
し
た
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　
　
　
　
　（
総
務
委
員
Ｋ
）

　

こ
と
し
で
13
回
目
を
迎

え
る
境
港
ま
ぐ
ろ
感
謝
祭
が

６
月
14
日
、
県
営
境
港
水
産

物
地
方
卸
売
市
場(

昭
和
町)

で
開
催
さ
れ
、
マ
グ
ロ
の
解

体
シ
ョ
ー
や
切
り
身
販
売
、

ク
イ
ズ
な
ど
を
通
し
、
県
内

外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
人
に

マ
グ
ロ
に
親
し
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
例
年
、「
マ
グ
ロ
料
理
Ｐ

Ｒ
班
」
と
し
て
参
加
。
今
回

は
17
人
の
会
員
が
マ
グ
ロ
の

皮
を
茹
で
て
ポ
ン
酢
に
漬
け

た
「
皮
ポ
ン
」
と
マ
グ
ロ
の

赤
身
で
作
る
「
塩
マ
グ
ロ
の

カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
」
を
販
売
し

ま
し
た
。

　
コ
ラ
ー
ゲ
ン
た
っ
ぷ
り
の

皮
ポ
ン
と
旨
み
が
凝
縮
さ
れ

た
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
の
セ
ッ
ト

は
、
４
０
０
食
が
２
時
間
で

完
売
す
る
盛
況
ぶ
り
。
味
わ

っ
た
多
く
の
人
々
に
「
美
味

し
い
！
」
と
喜
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
境
港
総
合
技
術
高

校
生
徒
は
マ
グ
ロ
の
内
臓
を

活
用
し
た
も
つ
煮
料
理
を
販

に
ぎ
わ
う
会
場
で
販
売

ま
ぐ
ろ
感
謝
祭

家
庭
で
作
れ
る
マ
グ
ロ
料
理

売
。
食
材
を
無
駄
な
く
使
う

こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も

ら
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
は
多
く
の
来
場
者
で

活
気
に
満
ち
、
ど
の
ブ
ー
ス

も
長
蛇
の
列
。
特
に
、
恒
例

の
体
重
当
て
ク
イ
ズ
の
マ
グ

ロ
は
近
年
ま
れ
に
見
る
大
き

さ
で
、
多
く
の
人
が
マ
グ
ロ

　
７
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た

中
商
女
性
連
鳥
取
大
会
で
は

式
典
に
続
き
、
鳥
取
市
出
身

の
映
像
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で

Ｋカ

ナ

メ

ル

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｌ
㈱
の
中
江

康や
す

人ひ
と

社
長
を
講
師
に
招
き

「
女
性
活
躍
っ
て
な
あ
に
？

～
じ
ぶ
ん
ら
し
さ
、
地
域
ら

し
さ
」
の
テ
ー
マ
で
記
念
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
中
江
氏
は
「
女
性

活
躍
の
『
活
躍
』
と
は
社
会

が
決
め
る
の
で
は
な
く
、
自

分
の
意
思
で
人
生
を
選
択
で

き
て
い
る
状
態
を
示
し
ま
す
。

ま
た
、
女
性
だ
か
ら
男
性
だ

か
ら
と
い
っ
た
性
別
で
考
え

る
の
で
は
な
く
、
一
人
の
人

間
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
大

切
。
同
時
に『
○
○
だ
か
ら
』

と
決
め
つ
け
て
し
ま
わ
な
い

ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
」
と

解
説
。

　
さ
ら
に
「
何
か
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
と
き
に
大
切
な
の

は
、
プ
ロ
セ
ス
で
失
敗
し
て

も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
自

分
の
本
心
や
本
当
に
い
い
と

思
う
こ
と
、
自
分
の
し
た
い

こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
繰
り

返
す
こ
と
が
自
分
ら
し
さ
に

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
５
月
26
日
、
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
で
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花

の
植
え
替
え
作
業
を
行
い
、

21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
年
春
に
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
に
寄
贈
し
て
か

ら
年
２
回
、
春
と
秋
に
季
節

の
花
へ
の
植
え
替
え
を
行
い
、

活動事例報告など印象深く

中商女性連鳥取大会開催
アトラクションも盛りだくさん

鳥
取
大
会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん

つ
な
が
り
ま
す
。
正
解
は
一

つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
判
断

基
準
は
正
し
い
か
正
し
く
な

い
か
で
は
な
く
、
ワ
ク
ワ
ク

す
る
か
ど
う
か
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
活
躍
の
形
は
一
つ
で
は
な

く
、
自
分
自
身
の
想お

も

い
や
自

分
ら
し
さ
が
大
切
だ
と
改
め

て
感
じ
、
ま
た
失
敗
を
恐
れ

ず
行
動
す
る
過
程
が
自
分
ら

し
さ
の
発
見
の
連
続
に
な
る

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
た

講
演
で
し
た
。

　
　
　
　
　（
総
務
委
員
Ｋ
）

中商女性連
鳥 取 大 会

テ
ー
マ
は「
女
性
活
躍
っ
て
な
あ
に
」

中
江
康
人
氏
招
き
記
念
講
演

と
一
緒
に
写
真
撮
影
し
て
い

ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
イ
ワ
シ
を
は
じ

め
、
色
々
な
魚
が
豊
漁
で
す
。

豊
か
な
海
の
恵
み
に
感
謝
し

な
が
ら
、
来
年
も
ま
す
ま
す

盛
大
に
感
謝
祭
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　（
会
報
委
員
Ａ
）

今
回
で
10
回
目
の
植
え

替
え
と
な
り
ま
す
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
初
夏
の
日
差
し
の

も
と
、
参
加
会
員
皆
で

水
木
ロ
ー
ド
沿
い
の
プ

ラ
ン
タ
ー
を
回
収
し
て

じ
げ
の
物
産
館
広
場

(

松
ヶ
枝
町)

に
集
め
、

作
業
を
開
始
。
会
員
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
手
際

の
良
さ
で
順
調
に
作
業

が
進
み
ま
し
た
。

　
植
え
替
え
終
え
た
プ
ラ
ン

タ
ー
と
共
に
、
今
回
植
え
替

え
た
「
ペ
チ
ュ
ニ
ア
」
の
特

徴
な
ど
を
記
し
た
写
真
付
き

資
料
を
配
付
。
店
舗
の
皆
さ

ん
か
ら
労
い
と
喜
び
の
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
色
と
り
ど
り
の
ペ
チ
ュ
ニ

ア
の
可
愛
い
花
が
水
木
ロ
ー

ド
を
吹
く
風
に
揺
れ
、
訪
れ

る
人
々
の
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
流

し
た
汗
が
心
地
よ
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　（
会
報
委
員
Ｅ
）

講演した中江康人社長

ペチュニアに植え替え
水木しげるロード
寄贈のプランター
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（一社）境港青年会議所

検索境港青年会議所

（一社）境港青年会議所　ＪＣプレス

　
同
事
業
は
、
各
企
業
の
自

慢
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
特

設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
紹
介
し
、

市
民
や
観
光
客
か
ら
の
Ｗ
ｅ

ｂ
投
票
を
通
じ
て
、
飲
食
・

ギ
フ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
雑
貨

の
４
部
門
か
ら
特
別
金
賞
・

金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞
を
決
定

す
る
企
画
で
す
。

　
投
票
は
「
応
援
し
た
い
」

「
買
っ
て
み
た
い
」「
行
っ
て

み
た
い
」
と
感
じ
た
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
各
部
門
か
ら
選

ん
で
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
で

境
港
を
訪
れ
た
人
も
投
票
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
投
票
期
間
中
は
、

境
港
の
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
応
援

た
だ
い
ま
一
般
投
票 

受
け
付
け
中

さ か い み な と
もっとセレクション

参
加
店
舗
な
ど
で
お
得
な
特

典
が
受
け
ら
れ
る
関
連
企
画

「
も
っ
得
！
フ
ラ
イ
デ
ー
」

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
投
票

を
き
っ
か
け
に
、
気
に
な
る

店
舗
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

実
際
に
利
用
し
て
、
境
港
の

魅
力
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
投
票
者
を
対
象
に
、
抽
選

で
さ
か
い
み
な
と
も
っ
と
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
６
の
受

賞
商
品
な
ど
が
当
た
る
プ
レ

ゼ
ン
ト
企
画
も
実
施
し
ま
す
。

　
同
実
行
委
員
会
の
担
当
者

は
「
皆
さ
ん
の
一
票
が
境
港

の
魅
力
を
さ
ら
に
広
げ
る
力

に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
投
票

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
同
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
通
り
。

投
票
期
限
　
２
０
２
６
年
８

月
31
日
㈪

投
票
方
法
　
次
の
２
次
元
コ

ー
ド
を
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン

で
読
み
取
り
、

公
式
特
設
サ

イ
ト
か
ら
投
票
フ
ォ
ー
ム
に

ア
ク
セ
ス

結
果
発
表
　
２
０
２
６
年
９

月
中
旬
予
定

　
詳
し
く
は
、
同
青
年
会
議

所
事
務
局(

☎
44
―
２
７
０

０
、
平
日
午
前
10
時
～
午
後

１
時)

ま
で
。

境
港
Ｊ
Ｃ
の
大
会
参
加
者

講師を務めた竺原優氏（中央）

　

境
港
市
内
の
企
業
・
店
舗
を
対
象
と
し
た
市
民
参
加
型
の

Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ワ
ー
ド
「
さ
か
い
み
な
と
も
っ
と
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

２
０
２
６
」(

同
選
考
委
員
会
運
営
主
体
＝
境
港
青
年
会
議

所)

は
、
一
般
投
票
を
た
だ
い
ま
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
８

月
31
日
ま
で
。

　
境
港
青
年
会
議
所
Ｐ
Ｒ
推

進
総
務
委
員
会
は
５
月
11
日
、

新
日
本
海
新
聞
社
西
部
本
社

(

米
子
市
両
三
柳)

で
地
域

企
業
の
認
知
度
向
上
を
目
的

と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
「
認
知
度

Ｕ
Ｐ
へ
！
選
ば
れ
る
企
業
に

な
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
術
」
を
開

催
。
地
域
の
広
報
担
当
者
や

経
営
者
な
ど
、
30
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
企
画
者
と
し
て
、
日
々
地

域
の
経
営
者
の
皆
さ
ん
と
接

す
る
中
で
感
じ
て
い
た
「
素

晴
ら
し
い
技
術
や
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
の
に
、
発
信
が
追
い

つ
い
て
い
な
い
」
と
い
う
課

題
を
解
決
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
今
回
の
「
基
本
編
」

を
立
ち
上
げ
た
も
の
。

　
講
師
に
招
い
た
㈱
新
日
本

海
新
聞
社
・
営
業
局
営
業
企

画
部
記
者
の
竺じ

く

原は
ら

優す
ぐ
る

氏
は
、

２
０
２
４
年
に
「
鳥
取
中
央

育
英
高
校
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
大
き
な
話

題
を
呼
び
、
日
本
テ
レ
ビ
系

列
「
月
曜
か
ら
夜
ふ
か
し
」

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
同
氏
は
、
単
な
る
流
行

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
な

い
「
選
ば
れ
る
企
業
」
に

な
る
た
め
の
本
質
的
な

戦
略
に
つ
い
て
講
義
。
ま

た
、
単
に
流
行
を
追
う
の

で
は
な
く
、
自
社
の
「
独

自
の
価
値
」
を
い
か
に
言

語
化
し
、
共
感
を
生
む

形
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
載
せ
る
か
と

い
う
本
質
的
な
視
点
を
伝
え
、

参
加
者
と
共
有
し
ま
し
た
。

　
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
、
自

社
の
強
み
を
再
確
認
す
る
参

加
者
の
皆
さ
ん
の
姿
に
、
地

域
経
済
の
底
力
を
改
め
て
確

信
で
き
た
講
演
会
で
し
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
地
方
に
埋
も

れ
て
い
る
魅
力
を
世
界
へ
、

あ
る
い
は
次
世
代
へ
と
繋つ

な

ぐ

強
力
な
架
け
橋
と
な
り
ま

す
。
今
回
の
学
び
が
各
企
業

の
「
フ
ァ
ン
づ
く
り
」
に
繋

が
り
、
ひ
い
て
は
地
域
全
体

の
活
力
へ
と
発
展
し
て
い
く

６月例会の100％出席を祝う当会メンバー

SNS活用術セミナー
日本海新聞記者招き開催

橋本祐太P R 推 進
総務委員会 委員長

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
地
域
の
事
業
者

が
一
歩
前
へ
踏
み
出
す
た
め

の
支
援
を
、
手
を
変
え
、
品

を
変
え
て
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　「
Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ

(

ア
ス
パ
ッ
ク)

新
潟
大
会
」

が
６
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で

の
４
日
間
、
朱
鷺
メ
ッ
セ 

新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー(

新
潟
県
新
潟
市)

な

ど
で
行
わ
れ
、
境
港
青
年
会

議
所
か
ら
５
人
が
参
加
し
ま

境港ＪＣから５人が参加

ASPAC新潟大会
学びを今後の活動へ

し
た
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｉ(

国
際
青
年
会
議

所)

は
、
世
界
を
四
つ
の
地

域
に
分
割
し
、
エ
リ
ア
ご
と

に
毎
年
「
地
域(

エ
リ
ア)

会
議
」
と
呼
ば
れ
る
大
会
を

開
催
。
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
大
会
は
、

Ｊ
Ｃ
Ｉ
日
本
が
所
属
す
る
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
会
議

で
す
。

　
参
加
し
た
境
港
青
年
会
議

所
の
メ
ン
バ
ー
は
「
大
会
へ

の
参
加
を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
の
Ｊ
Ｃ
Ｉ
メ
ン
バ
ー

の
熱
気
と
盛
り
上
が
り
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
事
業
だ
け
で
は
な

く
、
一
般
の
人
に
向
け
た
イ

ベ
ン
ト
と
も
連
携
し
て
お
り
、

街
と
し
て
の
盛
り
上
が
り
を

作
っ
て
い
た
こ
と
に
驚
き
、

同
時
に
境
港
で
も
、
も
っ
と

い
い
事
業
が
で
き
る
の
で
は

と
感
じ
ま
し
た
。
今
回
参
加

し
て
得
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら

の
青
年
会
議
所
活
動
で
活い

か

し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

市
国
際
交
流
員
招
い
て
実
施

国
際
ひ
と
づ
く
り
委
員
会 

委
員
長  

吉
村
拓
己

６
月
例
会
・
国
際

ひ
と
づ
く
り
事
業

　
境
港
青
年
会
議
所
は
６
月

11
日
、
６
月
例
会
を
開
催
。

併
せ
て
、
国
際
ひ
と
づ
く
り

事
業
「
も
っ
と
Ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
！
あ
な
た
の
知
ら
な

い
、
シ
ン
・
中
国
、
シ
ン
・

ベ
ト
ナ
ム
」
を
上
道
公
民
館

(

上
道
町)

で
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
境
港
市
の
国
際

交
流
員
で
あ
る
ダ
ム
・
ゴ
ッ

ク
・
ク
ァ
ン
氏(

ベ
ト
ナ
ム

出
身)

と
戴だ

い

ミ
ミ
氏(

中
国

出
身)

が
両
国
の
リ
ア
ル
な

現
状
や
海
外
か
ら
見
た
日
本

の
姿
に
つ
い
て
講
演
。

　
ま
た
、
両
国
の
菓
子
づ
く

り
を
通
じ
た
味
覚
の
学
び
や
、

活
発
な
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
、

青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
の
国

際
感
覚
を
刺
激
す
る
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
国

際
交
流
員
と
い
う
独
自
の
目

線
か
ら
見
た
境
港
や
日
本
に

つ
い
て
の
議
論
は
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
と

っ
て
有
益
な
考
え
方
で
し
た
。

　
こ
の
例
会
で
の
学
び
を
実

践
に
移
す
次
の
場
と
し
て
、

７
月
26
日
開
催
の
「
第
81
回

み
な
と
祭
」
で
、
国
際
交
流

員
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
飲
料
ブ
ー
ス
を
出
店
し
ま

し
た
。
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夢
み
な
と
タ
ワ
ー

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
㈱
ご
っ
つ
お
神
楽
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス(

竹
内
団
地)

の
吉
岡
功
司
社
長
は
『
ラ
ー

メ
ン
を
〇
〇
〇
〇
に
し
た

い
』
が
信
条
で
す
。
さ
て
、

〇
〇
〇
〇
に
入
る
言
葉
は
何

で
し
ょ
う
」
と
い
う
も
の
で
、

正
解
は
①
の
「
ご
ち
そ
う
」

で
し
た
。

　
本
紙
の
今
年
度
発
行
方
針

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
次

回
以
降
の
発
行
予
定
は
10
月

１
日
、
１
月
４
日
、
３
月
１

賞
品
　
か
に
ま
つ
り
麺
食
事

券当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
川

口
や
ち
よ(

渡
町)

▽
河
尻
三

和
子(

新
屋
町)

▽
鈴
木
秀
典

(

蓮
池
町)

▽
遠
藤
和
子(

外

江
町)
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クーリングシェルターのあらましは、次の通り。
期  間  2026年４月22日(水)～10月21日(水)
時  間  期間中の毎日午前７時～午後９時
場  所  米子鬼太郎空港1・2階ロビー(佐斐神町)
定  員  20人
詳細は境港市公式HP(2次元コード参照)をご確認ください。 

米子鬼太郎空港は
　　クーリングシェルター指定施設です

米子鬼太郎空港は、｢暑熱避難施設（クーリングシェルター）」として境港市に指定されています｡
クーリングシェルターとは、暑さを一時的にしのぐために誰でも休息できる施設のことです｡
期間中、1階・2階ロビーを「クーリングシェルター」としてご利用いただけます。
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次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

スポンサー　　(一社)境港観光協会(竹内団地)

みなとＣＵＢＥ(竹内団地)の一押し商品「ヨル
ダンの砂ソフト」は、ある砂漠をヒントに誕生
しました。その砂漠は何という名前でしょうか。
(ヒントは４ページ)

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切 8月8日㈯(当日消印有効)

① ゴビ砂漠
② サハラ砂漠
③ ワディラム砂漠

賞品 「ヨルダンの砂ソフト」 ５名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席

無料相談はこちらから
「みなとラボ」HP

【事業所のあらまし】
代 表 者 	湊めぐみ(みなと・めぐみ)
所 在 地	 境港市夕日ヶ丘1丁目
営業時間	 9：00～18：00
休 業 日	 土・日曜日、祝日(応相談)
事業内容	 経理代行・事務代行
連 絡 先	 megumi.bizsup@gmail.com

○創業のきっかけ？…これまで、さまざまな企業で、事務・
経理業務に携わってきましたが、その経験を生かし、１
社に限定されることなく、幅広い事業者の皆さんを支え
る仕事がしたいと考えるようになりました。ひとりで経
理や事務まで担っている皆さんが安心して本業に集中で
きるようにサポートをしたいとの思いから｢みなとラボ｣
を開業しました。
○おすすめポイントは？…「Freee(フリー )」、「マネーフォ
ワード」、「弥生会計」など、複数の会計ソフトに対応し
ており、現在、約10社の経理・事務サポートに携わっ
ています。記帳代行だけでなく、請求書発行や入金管理
など、事業運営を支える業務にも対応し、事業者さんご
とにそれぞれの状況やニーズに合わせたサポートを行っ
ています。
○こんなお困りごとはありませんか？…経理や事務作業に
追われ、本来やりたい仕事に十分な時間を使えていない
と感じることはありませんか。「やらなければ」と思いな
がらも、苦手だったり、何から手を付ければいいかわか
らないなどのために、後回しになっている業務はありま
せんか。そんな業務を整理し、本業に集中できる環境づ
くりをお手伝いします。
○今後の事業展開（展望）？…経理・事務のサポートに加え、
さまざまな専門家とのネットワークを広げることで、
チームで事業者さんを支えられる体制を整えていきたい
と考えています。さまざまな悩みを安心して相談できる、
伴走型の支援体制を目指しています。
○一言PR！…「これって相談してもいいのかな？」と思う
ようなことでも、まずは気軽にご相談ください。経理や
事務の困りごとを一緒に整理し、事業者さんに寄り添う
身近なパートナーとしてサポートいたします。

経理・事務作業はお任せを

みなとラボ

□記帳代行

□領収書整理

□小規模事業者

□ｆｒｅｅｅ対応

□請求書発行

□事務代行

□個人事業主

□ＭＦ対応

□入金管理

□経理相談

□創業初期

□弥生対応
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